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Microsoft サーバのドメイン間フェデレーション機能の IM
and Presence サービスの統合

Microsoftサーバのドメイン間フェデレーション機能の IM and Presenceサービスを統合できます。

Microsoftサーバは、リモート企業またはパブリック IMプロバイダーとのドメイン間フェデレー
ションフェデレーションをサポートしています。パーティションイントラドメインフェデレー

ションがMicrosoftサーバおよび IMandPresenceサービス間に設定されている場合、Microsoft Lync
またはMicrosoft Office Communicatorのユーザはこのドメイン間フェデレーション機能を使用でき
ます。

さらにIM and Presenceサービス対応クライアントに移行するユーザがまだMicrosoftサーバで設定
されたドメイン間フェデレーション機能を使用できるように、IM and Presenceサービスを設定で
きます。

IM and Presence サービスリリース 12.0(1) パーティションイントラドメインフェデレーションガイド
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IM and Presenceサービスでのドメイン間フェデレーションフェデレーションの設定については、
『Interdomain Federation for IM and Presence Service on Cisco Unified Communications Manager』を参
照してください。

連携動作と制限事項

•統合されたドメイン間フェデレーションフェデレーションおよびパーティションイントラド
メインフェデレーション導入がある場合は、フェデレーションに電子メールを使用しないで

ください。フェデレーションの電子メールアドレスは、パーティションイントラドメイン

フェデレーションが設定された導入ではサポートされません。Skype for Business/Lync/OCS
のドメイン間フェデレーション機能を使用する導入では、フェデレーションの電子メールア

ドレスはドメイン間フェデレーションでもサポートされません。フェデレーションの電子

メールアドレスがこれらの導入シナリオの導入でイネーブルになっていないことを確認しま

す。

• Microsoftサーバとのパーティションイントラドメインフェデレーションが有効な場合、SIP
ベースおよびXMPPベースの両方のドメイン間フェデレーションを IM and Presenceサービス
のリモートドメインに設定することもできます。ただし、このフェデレーション機能は IM
and Presenceサービス対応クライアントのユーザのみ使用できます。

Microsoft サーバのドメイン間フェデレーション機能の IM
and Presence サービスの統合

Microsoftサーバのドメイン間フェデレーション機能の IM and Presenceサービスを統合できます。

Microsoftサーバは、リモート企業またはパブリック IMプロバイダーとのドメイン間フェデレー
ションフェデレーションをサポートしています。パーティションイントラドメインフェデレー

ションがMicrosoftサーバおよび IMandPresenceサービス間に設定されている場合、Microsoft Lync
またはMicrosoft Office Communicatorのユーザはこのドメイン間フェデレーション機能を使用でき
ます。

さらにIM and Presenceサービス対応クライアントに移行するユーザがまだMicrosoftサーバで設定
されたドメイン間フェデレーション機能を使用できるように、IM and Presenceサービスを設定で
きます。

IM and Presenceサービスでのドメイン間フェデレーションフェデレーションの設定については、
『Interdomain Federation for IM and Presence Service on Cisco Unified Communications Manager』を参
照してください。

   IM and Presence サービスリリース 12.0(1) パーティションイントラドメインフェデレーションガ
イド
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ドメイン間フェデレーションとイントラドメインフェデレーション導入の統合

連携動作と制限事項



Microsoft サーバのドメイン内フェデレーション接続を介
したドメイン間フェデレーションのリモートドメインの

セットアップ
IM andPresenceサービスユーザは、既存のSkype forBusiness/Lync/OCSドメイン間フェデレーショ
ン接続または IM and Presenceサービスで直接設定する外部ドメインへの接続を使用して、外部ド
メインと通信できます。

既存のMicrosoftサーバのドメイン内フェデレーション接続を介してドメイン間フェデレーション
を設定する場合は、リモートドメインへのすべての要求は IM and PresenceサービスとMicrosoft
のサーバ間の SIPインターフェイス経由でルーティングされます。既存のドメイン内フェデレー
ション接続を介してドメイン間フェデレーションを設定する前にMicrosoftサーバ SIPフェデレー
ションドメインとして IM and Presenceサービスのリモートドメインを設定する必要があります。
各リモートドメインに対してこの作業を実行します。

SIPフェデレーションドメインの設定方法に関する手順については、『Interdomain Federation for
IM and Presence Service on Cisco Unified Communications Manager』の SIPフェデレーションドメイ
ンの設定への追加に関連する手順を参照してください。

Microsoftサーバで設定されている既存のドメイン内接続を使用してドメイン間フェデレーション
に SIPフェデレーションドメインを設定する際は、次のオプションの選択します。

• [ドメイン名（Domain Name）]には、リモートドメインを入力します。

• [統合タイプ（Integration Type）]には、[ドメイン間からOCS/Lync（Inter-domain to OCS）]を
選択します。

• [Direct Federation（ダイレクトフェデレーション）]のチェックボックスがオンになっている
ことを確認します。

マルチクラスタを導入している場合は、各クラスタで、この手順を実行する必要があります。

これらの設定はクラスタ全体で有効になります。したがって、任意のクラスタ内の IM and
Presenceサービスデータベースパブリッシャノードでのみ設定する必要があります。

（注）

次の作業

リモートドメインへのスタティックルートの設定, （4ページ）

関連トピック

『Interdomain Federation for IM and Presence Service on Cisco Unified Communications Manager』
統合のトラブルシューティング

IM and Presence サービスリリース 12.0(1) パーティションイントラドメインフェデレーションガイド
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ドメイン間フェデレーションとイントラドメインフェデレーション導入の統合

Microsoft サーバのドメイン内フェデレーション接続を介したドメイン間フェデレーションのリモートド
メインのセットアップ

http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps556/products_installation_and_configuration_guides_list.html


リモートドメインへのスタティックルートの設定
Skype for Business/Lync/OCSドメイン間フェデレーション機能と IM and Presenceサービスを統合
する場合は、各リモートドメインの IM and Presenceサービスでスタティックルートを設定する
必要があります。

フェデレーションの電子メールアドレスは、パーティションイントラドメインフェデレー

ションが設定された導入ではサポートされません。フェデレーションの電子メールアドレス

は、Microsoftサーバのドメイン間フェデレーション機能を導入で使用する場合は、ドメイン間
フェデレーションでもサポートされません。フェデレーションの電子メールアドレスがこれ

らの導入シナリオの導入でイネーブルになっていないことを確認します。

注意

Standard Edition Microsoftサーバの場合、スタティックルートは特定の Standard Editionサーバの
IPアドレスを指す必要があります。

Enterprise Edition Microsoftサーバの場合、スタティックルートは特定の Enterprise Editionフロン
トエンドサーバの IPアドレスをポイントする必要があります。

Microsoftサーバフロントエンドロードバランサを使用する場合、次の点に注意してください。

•ロードバランサのリストについては、次の URLを参照してください。 http://
technet.microsoft.com/en-us/office/ocs/cc843611ロードバランサを導入し、正しく管理するのは
お客様の責任です。シスコでは、そのようなロードバランサを指すようなスタティックルー

トの構成をサポートしていません。

•フロントエンドロードバランサをバイパスするためのスタティックルートを設定すること
をお勧めします。

ハイアベイラビリティのためには、追加のバックアップスタティックルートをリモートドメイ

ンごとに設定できます。バックアップルートの優先順位は低く、プライマリスタティックルー

トの次のホップアドレスに到達できない場合にのみ使用されます。

マルチクラスタを導入している場合は、各クラスタで、この手順を実行する必要があります。

これらの設定はクラスタ全体で有効になります。したがって、任意のクラスタ内の IM and
Presenceサービスパブリッシャノードでのみ設定する必要があります。

（注）

   IM and Presence サービスリリース 12.0(1) パーティションイントラドメインフェデレーションガ
イド
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ドメイン間フェデレーションとイントラドメインフェデレーション導入の統合

リモートドメインへのスタティックルートの設定

http://technet.microsoft.com/en-us/office/ocs/cc843611
http://technet.microsoft.com/en-us/office/ocs/cc843611


手順

ステップ 1 [Cisco UnifiedCommunicationsManager IM and Presence Administration]ユーザインターフェイスにリ
ンクしています。[プレゼンス（Presence）] > [ルーティング（Routing）] > [スタティックルート
（Static Routes）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
ステップ 3 ドメイン、つまり FQDNが元に戻るよう [宛先パターン（Destination Pattern）]値を入力します。

たとえば、ドメインが remote.comである場合、宛先パターンの値 com.remoteにならなければなり
ません。

ステップ 4 [ルートタイプ（Route Type）]で [domain]を選択します。
ステップ 5 [ネクストホップ（Next Hop）]フィールドに次のホップの IPアドレスを入力します。
ステップ 6 [ネクストホップポート（Next Hop Port）]および [プロトコルタイプ（Protocol Type）]を次のよ

うに設定します。

• TLS暗号化の場合：

◦ [ネクストホップポート（Next Hop Port）]の番号は 5061

◦ [プロトコルタイプ（Protocol Type）]は、TLS

• TCPの場合：

◦ [ネクストホップポート（Next Hop Port）]の番号は 5060

◦ [プロトコルタイプ（Protocol Type）]は、TCP

ステップ 7 [プライオリティ（Priority）]値を次のように入力します。

•プライマリスタティックルートについては、デフォルトの [プライオリティ（Priority）]値
1を入力します。

•バックアップスタティックルートについては、1より大きい [プライオリティ（Priority）]値
を入力します（値が低いほど、スタティックルートの優先度が高くなります）。

ステップ 8 他のすべてのパラメータにはデフォルト値を選択します。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。

関連トピック

統合のトラブルシューティング

IM and Presence サービスリリース 12.0(1) パーティションイントラドメインフェデレーションガイド
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ドメイン間フェデレーションとイントラドメインフェデレーション導入の統合

リモートドメインへのスタティックルートの設定



Microsoft サーバのドメイン間フェデレーション機能と IM
and Presence サービス統合の削除

ある段階で、Skype for Business/Lync/OCS上で以前設定したリモートドメインの 1つを使用して、
ドメイン間フェデレーションの IM and Presenceサービスを設定したい場合があります。これに関
して最も可能性の高いシナリオとしては、すべてのMicrosoft LyncまたはMicrosoft Office
Communicatorユーザが IM and Presenceサービスに移行された場合などが考えられます。この時
点で、Microsoftサーバの展開をシャットダウンし、すべてのドメイン間フェデレーション機能は、
代わりに IM and Presenceサービスから直接有効にできます。

Microsoftサーバのドメイン間フェデレーション機能と IM and Presenceサービスの統合を削除する
には、リモートドメイン用のスタティックルートの削除, （6ページ）と SIPフェデレーショ
ンドメインの削除, （6ページ）を完了する必要があります。

リモートドメイン用のスタティックルートの削除

手順

ステップ 1 [Cisco Unified IM and Presence Administration]ユーザインターフェイスにログインします。[プレゼ
ンス（Presence）] > [ルーティング（Routing）] > [スタティックルート（Static Routes）]を選択し
ます。

ステップ 2 表示されるリストから適切なスタティックルートを選択します。リストが表示されない場合、[検
索（Find）]を選択します。

ステップ 3 [選択項目の削除（Delete Selected）]をクリックします。
ステップ 4 [OK]をクリックして削除を実行します。

次の作業

SIPフェデレーションドメインの削除, （6ページ）

SIP フェデレーションドメインの削除

マルチクラスタを導入している場合は、各クラスタで、この手順を実行する必要があります。

これらの設定はクラスタ全体で有効になります。したがって、任意のクラスタ内の IM and
Presenceサービスデータベースパブリッシャノードでのみ設定する必要があります。

（注）

   IM and Presence サービスリリース 12.0(1) パーティションイントラドメインフェデレーションガ
イド
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ドメイン間フェデレーションとイントラドメインフェデレーション導入の統合

Microsoft サーバのドメイン間フェデレーション機能と IM and Presence サービス統合の削除



手順

ステップ 1 [Cisco Unified IM and Presence Administration]ユーザインターフェイスにログインします。[プレゼ
ンス（Presence）] > [ドメイン間フェデレーション（Inter Domain Federation）] > [IPフェデレーショ
ン（SIP FederationS）]を選択します。

ステップ 2 表示されたリストからドメインを選択します。リストが表示されない場合、[検索（Find）]を選
択します。

ステップ 3 [選択項目の削除（Delete Selected）]をクリックします。
ステップ 4 [OK]をクリックして削除を実行します。

次の作業

リモートドメインへのスタティックルートを削除し、SIPフェデレーションドメインを削除した
ら、リモートドメインを使用してドメイン間フェデレーション用の IM and Presenceサービスの設
定に進むことができます。詳細については、『Interdomain Federation for IM and Presence Service on
Cisco Unified Communications Manager』を参照してください。

IM and Presence サービスリリース 12.0(1) パーティションイントラドメインフェデレーションガイド
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ドメイン間フェデレーションとイントラドメインフェデレーション導入の統合

SIP フェデレーションドメインの削除



   IM and Presence サービスリリース 12.0(1) パーティションイントラドメインフェデレーションガ
イド
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ドメイン間フェデレーションとイントラドメインフェデレーション導入の統合

SIP フェデレーションドメインの削除
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